
1

2014 度活動テーマ

暮らしを自分たちの手に

取り戻そう！COOP-JOSO News Letter 発行 /専務理事　柿崎
tel 0297-48-4911

2015.2.23
ＣＯＯＰ　ＪＯＳＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　2015　３－２ＣＯＯＰ　ＪＯＳＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　2015　３－２

 総代選挙管理委員会より

【総代選挙公告】

協同組合 運営のかなめ 『100 名総代さん』
ごいっしょしませんか！

2015 年度総代 「申出受付」 を開始します！

催しもの案内

3/14-15　『日本と原発』 上映会
脱原発ネットワーク茨城主催。東海第２原告団、常総生協も協賛。

3/14 （土） 12:30 ～、 16:00 ～つくばサイエンスインフォメーション

センター、 3/15 （日） 13:30 ～土浦モール 505

常総⽣協 第 42回通常総代会 6月13日（⼟） AM

裏⾯ 4 ページ
にて

「総代申出書」

の提出をお願
いします。

3/7-8　育てた綿で 「座布団づくり」
みんなで種を蒔き、 育て、 収穫し、 わた繰りしたワタで 「座

布団」 をつくる講習会を、 水海道の 「川亀ふとん店」 さん

の協力で開催します。

総代会は

もうすぐ完成する

新本部 ・ 配送セ

ンター２Ｆ組合員

会議室で開催しま

す。

総代会終了の午後から配送センターのご案内をします。

２／１９　第１回選挙管理委員会を開催しました。
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〇初期防護の失敗

　なんと私たちのこの日本でチェルノブイリに次ぐ原

発事故が現実のものになってしまった最初の数日。

　最悪の 「炉心溶融」、 そしてベント。 初動が大事

なのがわかっていながら、 原子炉の正確な状況が

つかめないばかりか政府は SPEEDI による予測を

発表しないために、 ベントした放射性プルームがい

つ、 どこを通過するか判らない事態に国民は落とし

入れられました。

　「風向きに向かって右に逃げろ」 とは教えられて

いたものの、 風向きなど刻々と変わる。 どうなって

いるのかわからない。 要するにどこに、 どの方向に

避難したらよいかが 「わからない」 事態ほど恐ろし

い事はありませんでした。

　苦肉の策でモニタリングポストのデータを記録しな

がら、 プルームが通過しないこと雨が降らないこを

祈りながら、 組合員さんには 15 日追加のニュース

を書いて 16 日から 「外出しないで。 濡れマスクを

して」 とお願いするしか初期被ばく防護策をお伝え

できませんでした。

　完全に 「初期放射線防護」 の失敗でした。

関東地方の住民もみすみす被ばくさせられることと

なりました。 私たち自身に備えがありませんでした。

　

　生協で東海原発周辺のモニタリングポストデータ

をパソコンに記録をはじめていたものの、 それはあ

くまで結果であって、 天候 ・ 風向からの予測システ

ムではありません。 15 日早朝からの急激な線量上

昇はなんと夕方になって気がつく始末でした。

　職員さんに 「いったい何を見ていたのか！」 と怒っ

てももう後の祭りでした。

　1999 年東海村 JCO 臨界事故に直面して騒然とし

た時に、 「線量計を生協で購入し、 いざという時に

備えること」 という理事会決議がなされ、 50 万円の

シンチレーションカウンターを買うことが検討された

にもかかわらず、 当時は常総生協が独立事業をは

じめて数年のところで経営的にたいへん厳しく、 とう

とう購入を断念してしまったことを悔やみました。

　チェルノブイリ事故の時にガイガーカウンターを買

われた組合員さんから後で聞いた話ですが、 「突如

ピーピー鳴りっぱなしとなった」 とのこと。

　3/12 以後、 SPEEDI なる政府の予測システムがあ

ることを知るのですが検索しても出てきません。 東

海原発周辺のモニタリンポストのデータ収集から

3/15 にプルームが通過していることを知ることとな

り、3/19 までの記録を生協でグラフにまとめてニュー

スレターでお知らせしたのは 3/21 （月） ですが、

その間のプルームの動きはフランス、 ドイツから公

表されたシミュレーションを使わざるを得ませんでし

た。 しかし何とその日 3/21 に２回目のプルーム通

過、茨城・千葉は降雨による沈着で 「ホットスポット」

となってしまいました。

〇認識の誤りが、 供給判断の誤りに

　他方、作物の汚染。今だから正直に告白しますが、

12 日以後、 生協では希ガスやヨウ素の吸入による

被ばくと、 雨による沈着ばかりに注意が向かってい

ました。 雨さえ降らなければ野菜等の汚染は少な

いなどと考えていたのです。

３．１１から４年～ 2011 年とは何だったのか （２）

（2011.3.21 発ニュースレター）（2011 3 21 発ニュースレター）

関東地方の住民もみすみす被ばくさせられることと
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　雨がなくともプルーム通過だけでも沈着 （乾性沈

着） があること、 露地の野菜や水も汚染されること

を正直わかっておりませんでした。

　3/14 （月） からの露地野菜の供給をあらかじめ （予

防的に） 中止しておくという判断ができなかったこと

は決定的な判断ミスでした。

　15 日のプルーム通過後、 生協内部では 「供給し

てよいのか」 という慎重な意見もありました。 ところ

が 「生産者と契約しているもの」 「プルーム通過で

はまだ接触による付着で、 よく洗えば落とせる」 と、

迷いあぐねて即座の判断ができませんでした。

　その結果、 供給中止を内部決定するのは、 福島

に近い茨城県北の野菜 （ホウレン草、 ネギ） から

高い放射能が検出され県知事から県内各市町村長

宛てに出荷自粛要請が出される 19 日になってから

で、 3/21 月曜から葉物野菜の供給を中止しました

（上記）。 正直、 最初の衝撃と絶望感から 「もう最

悪の事態が起きてしまった。 何をしてももうダメだ」

という自棄的なものも加わっていました。

　3/17 に厚労省化学物質係より入手した国の基準

＝ 「緊急時摂取制限」 では、 放射性ヨウ素は野

菜では 2,000 ベクレル /kg、 飲用水 300 ベクレル /

kg、 放射性セシウムは野菜 ・ 穀類 ・ 肉類で 500 ベ

クレル /kg、 飲用水で 200 ベクレル /kg でした。

　プルーム通過による食の深刻な汚染を認識し、 気

を取り直して、 国や県の検査に頼らずに生協自身
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【2015 年度 「総代」 申し出用紙】 （切り取ってご提出下さい）

組合員区分 （共同購入 ・ 店舗）　　コース名　　　　　　　　　　　　班名　　　　　　　　　　　　

組合員 No.　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tel　　　　　　　　　　　　　　　　

2015 年 2 月 23 日

総代選挙公告
　常総生活協同組合

総代選挙管理委員会
委員長　東　篤子

　常総生活協同組合定款及び総代選挙規約に基づき、 第 42 回通常総代会の総代の選出を下記のように行

います。 「総代になってみよう」 と思われる方は、下記の用紙を供給担当、または店舗にご提出ください。 追っ

て書類をお届け致します。

　　　　　　　　　　　　　　　記

1.　「総代」 には組合員誰でもがなれます。

2.　（定数） 100 名　　　（任期） 1 年

※右側の地区別定数は目安で、 立候補の状況によって地区間で

　調整する場合があります。

3.　総代の主な役割は次のようなことです。

4. 受付期間 ： 　3 月２日～ 4 月 17 日

① 6 ⽉ 13 ⽇（⼟）に開催される総代会では、提案さ
れた議題を審議し、議決に参加。

②「地区別組合員懇談会」のお世話役。
③活動テーマに関連する学習会や講習会に参加。

【地区別総代定数の⽬安】
区分 ・ 市町村 目安 （人）

共
同
購
入

茨
城

取手市 19

守谷市 14

つくばみらい市 3

常総市 1

坂東市 1

利根町 3

龍ケ崎市 8

牛久市 4

つくば市 19

土浦市 3

阿見町 1
石岡 ・ 小美玉 ・ かすみがうら 2

千
葉

我孫子 ・ 印西 ・ 白井 6

柏市 6

松戸市 ・ 鎌ケ谷市 3

流山市 3

店　舗 4

【合計】 100

として自らの農作物の放射能検査を行うことを決断

するのは何と 3/26 でした。

　検査機関はつくば市のニュークリアサービス、 １検

体３万円。 普段は一般からの放射能検査は受け付

けていなかったのですが、 3/20 からの母乳の放射

能検査を無理矢理お願いしたことから、 続けて葉

物野菜の検査をお願いすることとなりました。

　その結果、 3/29 収穫→ 4/1 の検査で露地ホウレ

ン草のヨウ素濃度は 1,000 ～ 2000 ベクレル /kg、

セシウムも 200 ～ 2,500 ベクレル /kg でした。

　こうして 3/16 （水） ～ 18 （金） に組合員にお届

けしたホウレン草のヨウ素は （半減期８日から計算

すると） 何と 3,500 ～ 7,000 ベクレル /kg だったで

あろうことを計算できたのは 4/3 でした。 （4/2 は福

島の山木屋牧場に飲用水 ・ 食糧やガソリンの物資

供給に向かっていました）

　当時 3/16 ～ 18、 水 ・ 木 ・ 金曜日供給の組合

員さんには本当に申し訳ありません。 ホウレン草を

洗って、 茹でて食べたとしても、 どれだけ落とせた

かは今となってはわかりません。 一人が食べた量を

100g としても 100 ～ 400 ベクレルの摂取です。

　食の安全を預かる生協がこうした緊急事態に的確

な判断ができず、 役割を果たせなかったことは大変

深刻な問題として検証されなければなりません。

　生協として責任を感じ、 子どもたちの甲状腺検診

や血液検査 ・ 尿検査の長期実施を堅く決意し、 二

度とこのようなことのないよう原発の稼働に強く反対

する原点はここにあります。 （文責 大石）


